
研究の成果

・「宇宙におけるＸ線スペクトル・トモグラフィー」

を構築した。

・ 「天の川中心付近の分子雲の立体分布図」

を作成した。

「すざく」が解明した天の川分子雲の立体分布

 ̶ 宇宙X線スペクトル・トモグラフィー ̶
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X線で見る天の川銀河中心：激動の世界

超高温プラズマからの連続X線

巨大質量
ブラックホール

100光年

・天の川中心は、超高温プラズマ球（直径約1000光年）に一様に充

　満されている（小山ら,1989年, ネイチャー誌）。

冷たい分子雲 からの特性X線

巨大質量
ブラックホール100光年

・巨大分子雲からは、中性鉄原子の特性X線が放射されている。これ

　らの分子雲は外部からのX線を反射して輝いている。

平面分布

平面分布
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超高温プラズマから
の連続X線

巨大質量
ブラックホール

100光年

冷たい分子雲 から
の特性X線

巨大質量
ブラックホール100光年

西→←東
X線トモグラフィーの開発：X線吸収の利用
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X線スペクトル・トモグラフィー

観測者
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X線のエネルギー (キロ電子ボルト)
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分子雲の奥行き位置 によるスペクトルの変化
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研究の成果：

天の川中心分子雲の

立体分布

世界初の宇宙
X線スペクトル・
トモグラフィー
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!平面分布
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観測者
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天の川方向

中心ブラックホール
の成長と活動に関連し
ている可能性がある。

西東



今後の展開

・観測を続け、より広域と詳細の天の川

　中心の分子雲立体分布図を作成していく。

・天の川中心の分子雲と巨大質量ブラック

　ホールの関連を調査していく。

 以上です。
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下：分子雲の
奥行き立体分布

「すざく」が解明した天の川分子雲の立体分布
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　天の川は1000億個の「太陽」が渦巻く渦状銀河です。渦巻き

の中心には300万個の太陽に相当する巨大質量ブラックホール

があり、1000光年内の周辺には3000万個の「太陽」を生み出

せるほど大量の分子ガスが分布しています。分子ガスの塊は分

子雲になり、収縮して星が生まれます。渦巻きの中心に落ちた

分子ガスを飲み込んでブラックホールは成長します。このよう

な分子ガスのダイナミックスは、その空間分布と密接に関係し

ています。分子ガスが棒状の分布なら、容易に分裂して分子雲

をつくり、一部は中心に落ち込みます。天の川中心部における

星生成やブラックホール成長などの解明に分子ガスの空間分布

が鍵を握っているのです。　

　 分子ガス分布の解明は従来から電波観測で行われてきました

が、得られた描像は不確実なものでした。私たちは天の川中心

領域に一様に存在する超高温（約7000万度）のプラズマを発見

しました。このプラズマはＸ線を放射します。そして分子雲は

その中に浮かんでいます。「すざく」衛星はこれらの研究をさ

らに進めるため、世界初のＸ線投影写真をとりました。分子雲

は外部からのＸ線に照射されると特有のＸ線（特性Ｘ線とい

う）を再放射します。特性Ｘ線の観測で分子雲の空間分布がわ

かることになります（上図）。しかしこれは分子雲の平面分布

であり、奥行き方向はわかりません。

　 私たちからみて分子雲の背後からでるＸ線は分子雲で吸収さ

れます（中図）。病院で撮るＸ線写真と同じです。しかし前面

からのＸ線は吸収されません。したがって私たちが観測した天

の川中心付近のＸ線はこれらの混合になります。その混合比が

プラズマ中の分子雲の位置（奥行き方向）になります。

　 大量の観測データを分析し詳しく解析した結果が下図です。

上図と合成すれば分子雲の立体分布が分かります。それは約３

０度傾いた棒状の分布、つまり激動の天の川中心の一瞬を捕ら

えたＸ線スナップ写真だったのです。
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